
 

 

                                                              

 

見直し 

校長 河原 宣孝 

もう１２月 

 先日、西春別小学校では、根室管内複式教育研究連盟と別海町複式教育共同研究会の２団

体の指定を受けた公開研究会が行なわれました。今年度の学校経営の柱として、「複式教育の

標準的指導のあり方の追求と実践を通し、基礎基本を身につけ、心豊かでしなやかさを持っ

た子どもの育成」を掲げ授業研究を進めてきました。２年計画の１年目であり、まだまだ研

究を始めたばかりですが、管内の学校から６０名近く先生方が集まり、複式学習の授業のあ

り方や本校の実践を協議しました。 

 学校では、年度当初に「学校経営計画」と「年間指導計画」を作成し、１年間の教育活動

について策定をしています。「学校経営計画」では、北海道や根室管内の教育推進の重点、そ

して別海町の教育行政執行方針を受け、本校の実態にあわせた今年度の経営の重点（通信Ｎ

ｏ２参照）を柱として、生徒指導や学習指導などの校務分掌の活動計画が策定されています。

たとえば、１年間の授業日数や授業時数、行事予定とその具体的なねらいなどが定められて

います。児童を預かっていることから、安全管理についても策定し、いざというときの対応

をまとめたりしています。「年間指導計画」では、それぞれの学年の授業の内容、時期、それ

にあてる時間数、評価の仕方などを策定しています。それに加えて本校では、４月にこれら

を策定するだけではなく、前期と後期に「学校改善プラン」と称し、年２回これらの計画を

見直したり、次年度にいかしたりしています。 

学校改善プラン 

 この「学校改善プラン」は、１学期末や２学期末に行なわれている学校評価や、９月頃に

まとめられる全国学力学習状況調査の結果、ＣＲＴ学力テストの指導、そして、学期ごとに

行なわれる校務分掌の反省などを元に、年度途中に見直しをして教育活動にいかしています。

具体的には、子ども一人ひとりに「わかった！、なるほど！」などの理解を深める工夫や、

「えっ？どうして、なぜなんだろう？」などの知的好奇心を高める工夫、「こうしたらどうだ

ろう、試してみよう」などの学習意欲の向上などにむけて、どの部分をどのように工夫した

らよいかを振り返り、今後に向けた取り組みを策定しているものです。このほど後期分をま

とめましたので、ご紹介いたします。 

１ 前期の学習実践から（抜粋） 

（１）授業 

成果・「繰り返し」や「振り返り」を大切にした学習指導が、低学年から計画的、継続的にされている。 

  ・授業と関連した課題や日記など、「書くこと」を重視した家庭学習の取り組みに対し、個に応じたアド

バイスなどをしている。 

課題・発表の仕方などのルール作りをしっかり身につけさせる必要がる。 

  ・授業の中で自分の言葉で表現する指導をさらに進める必要がある。 

（２）学校生活 

成果・用事などで先生と話をするときには、５W1H に近い形で聞き返したり、話させたりする指導がなさ

れている。 

課題・もう一歩進めて、さらに継続して取り組む必要がある。 

（３）体験活動 

成果・校外学習の事前事後指導で、ねらいや見学（体験）するポイントが指導され、学習の後にはレポート

や掲示物などのように、形にする指導がされている。また、あいさつや感想など、かかわる人たちに

対して発表する場面を設け、発表の仕方などが定着してきた。 

課題・発表については今後工夫が必要である。 

  ・学校全体とした指導の仕方を共有する必要がある。 

（４）公開研究会に向けた取り組み 

成果・複式指導についての研修が進められた。その取り組みを通して、子どもが主体的に学習に取り組む環

境整備（学習掲示）や発表・表現させることについての課題意識が深まった。 

課題・本校の実態に応じた複式指導のあり方について、方向性が焦点化されてきた。 

（５）その他 

課題・子どもの主体性と意欲の向上を図る指導の工夫が必要である。 

  ・「個に応じた指導」を深めることが必要である。 

  ・教室展示等が改善されてきているが、さらに学校全体として共通行動が必要であり、学年・学級の実

態に応じた掲示等のあり方を模索していく必要がある。 

２ 学校評価から（通信Ｎｏ８参照） 

３ 全国学力状況調査から（通信Ｎｏ９、Ｎｏ１２参照） 

４ 後期の学校改善プラン（抜粋） 

 前期の重点実践事項は、ほぼ継続としているものの、次に挙げた事項は、後期重点として取り組んでいき

ます。 

（１）保護者との連携のあり方と工夫 

（２）複式教育の公開研究会を終えて、今後の取り組み 

  ①学習環境整備（既習事項の掲示やまとめカードなど） 

  ②発表指導について、話し方、聞き方のルールの確立。子どもたちの練りあいや言語活動の場面設定 

  ③単式から複式へ意識させる指導の工夫 

  ④授業と家庭学習の関連と、自己課題を意識させる家庭学習のあり方 

 このように後期の学習等について意識して取り組んでいます。また、来年度の教育課程編

成や改善プラン策定や１学期、２学期の学校経営について分析するため、保護者の皆さんに

は１学期末同様に１２月に学校評価をお願いいたしますので、どうかご協力のほどよろしく

お願いいたします。 
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「からまつ」のようにきびしい自然に耐え、どっしりと大地に根をおろし、すくすくと育つ西春別小学校の子ども 

 

生活改善スローガン（西春別小学校） 

早寝 早起き 朝ごはん テレビ（ゲーム）を止めて外遊び 

家庭学習は学年×１０分以上 

 



複式教育研究大会開催 

 １４日（金）、根室管内複式教育研究大会および別海町複式教育共同研究会主催の公開研究

大会が本校を会場にして行われました。この研究大会は根室管内にある複式学級を有する学

校が加盟している学校が交代で開催校となって行われ、主に効果的な複式学習のあり方につ

いて研究しています。研究会当日は大勢の先生方にお集まりいただきました。教室からあふ

れるほどの先生方やいつもと違う場所での授業となり、子どもたちにとっては、緊張や戸惑

いもあったかもしれません。そんな中でも授業に臨む子どもたちの姿勢は素晴らしく、いつ

もどおり活動できている様子に感心しました。子どもたちが下校したあとに行われた研究協

議では、参観いただいた授業や本校の研修について、参加された先生と一緒に話し合いを持

ちました。この研究大会での成果と課題を今後の本校の研修にいかしていきます。  

 

 

 

 

 

 

食育の学習 

 今年度より、別海町に栄養教諭（千葉教諭、中央小学校在籍）が配属されております。給

食センターで栄養面の管理を行っているほかに、学校からの要請で食育に関する出前授業も

行っています。このほど西春小でも２６日、２７日の２日間にわたり、食育に関する授業を

行っていただきました。授業では、低・中・高学年ごとに発達段階に応じて、食事と栄養に

ついて学びました。低学年の授業では、給食の献立に出たばかりの料理に使われた食材の名

前を当てたり、どの料理に使われていたかなどをゲーム感覚で楽しく勉強しました。千葉先

生からは、給食列車になぞらえて、給食で使われる食材には赤（からだをつくるもの）、

黄（からだを動かすもの）、緑（からだのちょうしをととのえるもの）が使われている

ので、好き嫌いせずバランスよく食べて、「元気なからだをつくろう」というお話があ

りました。また、中学年では「朝食の大切さ」、高学年では「食生活を見直そう」とい

うテーマで食について考える時間を持ちました。これから、寒い冬の季節を迎えます。

衣類の調節、十分な睡眠、そして栄養をしっかりとって丈夫な体をつくってほしいと

思います。  

 

  

 

  

  

１２月の行事から 

◎授業参観日 ３日（水） 

 今年度３回目の参観日です。参観後は

全体懇談、学級懇談会も予定しておりま

す。この日は、給食試食会、スケート交

換会もあります。 

◎青少年芸術劇場 ４日（木） 

 演劇や音楽によって「ベロだしちょん

ま」というお話や様々な楽曲を披露して

くれます。 

◎発育測定１６日（火） 

 西春では、４ヶ月ごとに発育測定を行

っています。 

◎二学期終業式 ２２日（月） 

 二学期は８５日間ありました。２３日

より１月１５日まで２４日間の冬休み

となります。 

◎学習サポート ２４日（水） 

 冬休みの学習課題や用意した学習プ

リントに取り組みます。学習サポート

は、１月１５日にも予定しています。 

  

 

いじめ調査から 

 今月、今年２回目のいじめアンケートを実施しました。

結果からは、深刻ないじめと認められるものはないものの

前回と同様子どもたちどうしのコミュニケーションのあ

り方に課題があることがわかりました。ちょっとした悪ふ

ざけやケンカが行き過ぎて、お互いいやな思いをしてしま

うといったようなことをいじめと捉えてしまうようなケ

ースです。以前にもお伝えしましたが、「思いや気持ちを

言い表す言葉が少ないこと」そして「伝えることに慣れて

いないこと」が大きく関わっています。学校では、教育活

動のすべての領域を通し、人と関わることの大切さを教え

ていきたいと考えます。 

 また、いじめに関しては厳格な態度で臨み、子どもたち

が安心して楽しく通える学校づくりを目指していきたい

と考えています。 

日 曜 １２　月　行　事　予　定 バス時刻

1 月 14:35 15:30

2 火 全校朝会　　ALT 14:35 15:30

3 水 授業参観日・給食試食会・スケート交換会 14:35

4 木 青少年芸術劇場（ベロだしちょんま） 15:30

5 金 14:35 15:30

6 土

7 日

8 月 14:35 15:30

9 火 全校朝会（縄跳び）　ALT 14:35 15:30

10 水 学校関係者評価委員会 14:35

11 木 14:35

12 金 白鳥号来校 14:35

13 土 子ども会もちつき

14 日

15 月 清掃週間（～１９日） 14:35 15:30

16 火 全校朝会（歌声）　ALT　発育測定 14:35 15:30

17 水 14:35

18 木 委員会 14:35 15:30

19 金 14:35 15:30

20 土

21 日

22 月 2学期終業式・大掃除 13:00

23 火 天皇誕生日
冬季休業開始（１月１５日まで）

24 水 学習サポート9:30－11:30

25 木

15 木 学習サポート9:30－11:30　冬季休業最終日

16 金 三学期始業式

１月


